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名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
の
再
考

｜
｜
道
警
裏
金
訴
訟
を
題
材
に

韓

永

學

一

問
題
の
所
在

最
高
裁
は
二
〇
一
一
年
六
月
一
六
日
、
北
海
道
警
の
不
正
経
理
を
扱
っ
た
二
冊
の
書
籍
を
め
ぐ
る
名
誉
毀
損
訴
訟
（
道
警
裏
金
訴
訟
）

に
お
い
て
、
原
告
・
被
告
双
方
の
上
告
を
棄
却
す
る
決
定
を
行
っ
た
。
第
一
審
に
続
き
、
本
件
各
書
籍
の
一
部
に
つ
い
て
原
告
の
名
誉
毀

損
の
成
立
を
認
め
た
控
訴
審
が
確
定
し
た
。

最
高
裁
は
従
前
よ
り
民
事
上
の
不
法
行
為
た
る
名
誉
毀
損
に
つ
き
、
刑
法
二
三
〇
条
の
二
（
公
共
の
利
害
に
関
す
る
場
合
の
特
例
）
の

規
定
を
援
用
し
、「
そ
の
行
為
が
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
に
係
り
も
っ
ぱ
ら
公
益
を
図
る
目
的
に
出
た
場
合
に
は
、
摘
示
さ
れ
た
事
実

が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
き
は
、
右
行
為
に
は
違
法
性
が
な
く
、
不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
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り
、
も
し
、
右
事
実
が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
行
為
者
に
お
い
て
そ
の
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当

の
理
由
が
あ
る
と
き
に
は
、
右
行
為
に
は
故
意
も
し
く
は
過
失
が
な
く
、
結
局
、
不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
」
と
説
示
し
て
き
た
（
最
判
一
九
六
六
・
六
・
二
三
民
集
二
〇
巻
五
号
一
一
一
八
頁
）。
人
格
権
と
し
て
の
個
人
の
名
誉
の
保
護
（
憲

法
一
三
条
）
と
表
現
の
自
由
（
同
二
一
条
）
と
の
矛
盾
・
衝
突
の
調
和
は
、
第
一
次
的
に
は
憲
法
次
元
の
問
題
で

１
）

あ
る
。
刑
法
二
三
〇
条

の
二
に
基
づ
く
真
実
性
の
抗
弁
は
、
憲
法
次
元
の
要
請
を
一
定
の
形
で
具
体
化
し
た
も
の
で
、
相
当
性
の
抗
弁
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る

と
言
え
よ
う
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
法
令
や
判
例
に
基
づ
く
現
行
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
は
、
個
人
の
名
誉
の
保
護
と
表
現
の
自
由
と
の
調
和
と
均

衡
を
図
る
の
に
必
要
か
つ
十
分
で
あ
る
の
か
。
学
界
に
よ
る
と
、
従
前
よ
り
現
行
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
に
つ
い
て
は
、
憲
法
二
一
条

の
保
護
に
不
十
分
で
あ
り
、
被
告
の
社
会
的
身
分
を
問
わ
ず
一
律
に
被
告
が
立
証
責
任
を
負
う
構
図
が
不
合
理
で
あ
る
等
の
批
判
を
加
え

る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
現
実
の
悪
意
」（a

ctu
a
l m

a
lice

）
の
法
理
の
導
入
を
主
張
す
る
論
者
も
少
な
く

２
）

な
い
。
ま
た
、
相
当
性
の
判

断
が
厳
緩
の
両
基
準
が
併
存
し
て
い
る
中
次
第
に
厳
格
に
な
っ
て

３
）

い
る
こ
と
に
加
え
、
近
年
の
慰
謝
料
額
の
高
額
化
の
傾
向
も
、
名
誉
毀

損
の
免
責
法
理
の
再
考
論
に
説
得
力
を
持
た
せ
て
い
る
面
が
あ
る
。

道
警
裏
金
訴
訟
は
改
め
て
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
の
在
り
方
を
顧
み
る
契
機
を
与
え
て
い
る
。
本
件
訴
訟
は
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明

と
取
材
源
の
秘
匿
の
要
請
と
の
相
剋
と
い
う
特
殊
な
局
面
下
で
、
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
程
度
が
勝
敗
を
決
定
付
け
た
。
摘
示
事
実
が

本
来
は
真
実
で
あ
る
の
に
両
者
の
相
剋
の
中
で
客
観
的
な
事
実
が
犠
牲
に
な
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本

件
訴
訟
の
結
果
は
、
単
に
道
警
裏
金
問
題

４
）

報
道
で
得
た
被
告
ら
の
高
い
評
価
の
不
当
な
減
殺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
部
告
発
者
等
秘
密
の
情

報
源
（co
n
fid
en
tia
l n
ew
s so

u
rces

）
か
ら
の
情
報
に
基
づ
く
調
査
報
道
等
を
萎
縮
さ
せ
、
報
道
機
関
の
権
力
監
視
機
能
の
低
下
に
よ

る
国
民
の
知
る
権
利
の
後
退
を
招
き
か
ね
な
い
。

論 説
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以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
既
存
の
民
事
上
の
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
真
実
性
・
相
当
性
の
判
断
枠
組
に
照
ら
し
、

道
警
裏
金
訴
訟
の
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
判
断
の
当
否
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
本
件
訴
訟
が
露
呈
し
た
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
の
欠

陥
を
ヒ
ン
ト
に
、
そ
の
改
善
に
向
け
た
私
見
を
提
示
・
検
討
す
る
。

二

事
実
の
概
要
及
び
判
旨

１

事
実
の
概
要

道
新
の
道
警
裏
金
問
題
取
材
班
の
責
任
者
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
記
者
二
人
（
高
田
昌
幸
、
佐
藤
一
）
は
基
本
的
に
道
警
裏
金
問
題

報
道
を
ベ
ー
ス
に
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
旬
報
社
か
ら『
警
察
幹
部
を
逮
捕
せ
よ

｜

泥
沼
の
裏
金
作
り
』（
Ａ
書
籍
、
作
家
・
宮
崎
学
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
大
谷
昭
宏
が
共
著
）、
同
八
月
に
講
談
社
か
ら
『
追
及
・
北
海
道
警
「
裏
金
」
疑
惑
』（
Ｂ
書
籍
）
を
出
版
し
た
。
そ

の
後
二
〇
〇
六
年
五
月
、
元
道
警
本
部
総
務
部
長
・
佐
々
木
友
善（
二
〇
〇
四
年
三
月
退
職
後
独
立
行
政
法
人
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

北
海
道
事
務
所
勤
務
）
は
、
Ａ
書
籍
と
Ｂ
書
籍
に
記
載
さ
れ
た
捏
造
記
事
に
よ
り
名
誉
を
毀
損
さ
れ
、
ま
た
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵

害
さ
れ
る
な
ど
し
、
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
と
主
張
し
て
、
①
被
告
ら
（
道
新
、
高
田
・
佐
藤
、
旬
報
社
、
講
談
社
）
に
対
し
、
不
法
行

為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
慰
謝
料
五
〇
〇
万
円
、
②
被
告
ら
に
対
し
、
謝
罪
広
告
の
掲
載
、
③
旬
報
社
に
対
し
、
Ａ
書
籍
の
回
収
廃

棄
、
④
講
談
社
に
対
し
、
Ｂ
書
籍
の
回
収
廃
棄
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
訴
え
を
札
幌
地
裁
に
提
起
し
た
（
事
件
一
）。

原
告
が
主
張
す
る
捏
造
記
事
は
、
◯ａ「
道
新
｜

そ
の
時
、
総
務
部
長
は
本
部
長
か
ら
『
よ
く
も
こ
ん
な
下
手
を
う
っ
て
く
れ
た
な
』
と

叱
責
さ
れ
た
ら
し
い
。」（
Ａ
書
籍
一
二
三
頁
）、
◯ｂ
そ
し
て
、
ほ
ど
な
く
、
道
警
内
部
か
ら
は
こ
ん
な
話
が
伝
わ
っ
て
き
た
。「
佐
々
木
総

務
部
長
が
、
例
の
電
話
の
件
で
、
芦
刈
本
部
長
に
激
し
く
叱
責
さ
れ
た
よ
う
だ
。
な
に
を
下
手
な
こ
と
や
っ
て
い
る
ん
だ
、っ
て
」（
Ｂ
書
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籍
八
一
頁
）、
◯ｃ
こ
の
答
弁
を
聞
い
た
瞬
間
、
取
材
班
の
ひ
と
り
は
、
三
か
月
ほ
ど
前
の
疑
惑
発
覚
直
後
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。
そ

の
と
き
、
佐
々
木
総
務
部
長
は
、
記
者
を
「
身
内
」
と
で
も
思
っ
た
の
か
、
こ
う
語
っ
た
の
で
あ
る
。「
わ
か
る
で
し
ょ
。
理
解
し
て
よ
」

（
同
三
四
三
頁
）、
◯ｄ
そ
の
後
、
四
月
中
旬
に
な
っ
て
、
佐
々
木
氏
は
道
警
本
部
庁
舎
内
で
偶
然
に
出
会
っ
た
取
材
班
の
記
者
に
た
い
し
、

こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
き
た
。「
い
や
い
や
い
や
、
い
っ
た
い
、
ど
こ
ま
で
や
ら
れ
る
か
と
思
っ
た
よ
」
も
ち
ろ
ん
、
笑
顔
だ
っ
た
。（
同

三
四
七
頁
）
の
四
か
所
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
先
の
道
警
裏
金
問
題
報
道
で
は
未
記
載
の
内
容
）。

一
方
、
Ａ
書
籍
の
共
同
執
筆
者
で
あ
る
事
件
一
の
補
助
参
加
人
ら
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、「
捏
造
記
事
」で
あ
る
な
ど
と
発
言
し
た
原

告
に
対
し
、
事
実
で
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
敢
え
て
虚
偽
の
内
容
を
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
執
筆
し
た
と
の
誤
解
を
生
じ
さ
せ
、
名

誉
を
毀
損
し
た
と
主
張
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慰
謝
料
一
一
〇
〇
万
円
の
支
払
を
求
め
る
訴
え
を
東
京
地
裁
に
提
起
し
た
（
事
件
二
）。

結
局
、
以
上
の
二
つ
の
事
件
は
札
幌
地
裁
で
併
合
審
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２

判
旨

１
）
第
一
審

札
幌
地
裁
は
二
〇
〇
九
年
四
月
二
〇
日
、
事
件
一
に
つ
い
て
は
、
Ａ
書
籍
関
連
被
告
（
道
新
、
高
田
、
佐
藤
、
旬
報
社
）
に
は
一
二
万

円
、
Ｂ
書
籍
関
連
被
告
（
道
新
、
高
田
、
佐
藤
、
講
談
社
）
に
は
六
〇
万
円
の
慰
謝
料
の
支
払
い
を
命
じ
、
原
告
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄

却
し
た
。
事
件
二
に
つ
い
て
は
、
原
告
ら
の
請
求
が
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
と
し
て
棄
却
し
た
。
同
裁
判
所
は
事
件
一
の
各
争
点
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

第
一
に
、
社
会
的
評
価
の
低
下
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
の
有
無
に
関
し
て
は
、
記
載
◯ａ
〜
◯ｃ
に
つ
い
て
は
原
告
の
社
会
的
評
価
を

低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
記
載
◯ｄ
に
つ
い
て
は
原
告
の
社
会
的
評
価
の
低
下
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
を
否
定
し
た
。
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第
二
に
、
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
に
関
し
て
は
、
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
つ
き
、「﹇
叱
責
の
事
実
を
否
定
す
る
原
告
及
び
芦
刈
本
部
長
の

供
述
を
﹈
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
」、﹇
被
告
佐
藤
の
供
述
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、﹈
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に
足
り
る

程
度
の
取
材
を
行
っ
た
と
も
認
め
難
い
か
ら
、
…
…
真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
も
認
め
る
に
は
足
り
な
い
」と
し
、

記
者
側
が
主
張
す
る
真
実
性
・
相
当
性
を
認
め
な
い
と
と
も
に
、「
裏
付
け
調
査
を
す
る
こ
と
な
く
、
書
籍
に
記
載
し
て
出
版
す
る
の
は
、

出
版
社
が
自
己
の
責
任
と
危
険
負
担
に
お
い
て
、
そ
の
裏
付
け
調
査
を
省
略
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
出
版
社
が
そ
の
記
載
部

分
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
責
任
を
免
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
」
と
し
、
出
版
社
側
の
主
張
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
記
載

◯ｃ
に
つ
い
て
も
、「
真
実
で
あ
る
と
は
認
め
る
に
は
足
り
ず
、
ま
た
、
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
に
も

足
り
な
い
」
と
説
示
し
、
真
実
性
・
相
当
性
を
認
め
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
原
告
の
損
害
に
関
し
て
は
、
記
載
◯ａ
〜
◯ｃ
の
「
い
ず
れ
も
本
件
各
書
籍
が
伝
達
す
る
内
容
の
主
要
部
分
と
は
い
い
難
い
」
と

し
、
記
載
◯ａ
に
つ
き
慰
謝
料
一
〇
万
円
、
弁
護
士
費
用
二
万
円
、
記
載
◯ｂ
及
び
◯ｃ
つ
き
同
五
〇
万
円
、
同
一
〇
万
円
を
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
と
し
た
。
次
に
、
名
誉
回
復
措
置
等
の
必
要
性
に
関
し
て
は
、「﹇
記
載
◯ａ
〜
◯ｃ
は
本
件
各
書
籍
の
﹈
主
要
部
分
で
は
な
く
、
…
…

わ
ず
か
な
部
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
社
会
的
評
価
が
低
下
し
た
程
度
も
著
し
い
も
の
と
は
い
い
難
い
こ
と
」か
ら
、「
謝
罪
広
告
の
掲
載
あ

る
い
は
本
件
各
書
籍
の
回
収
等
を
す
る
必
要
性
ま
で
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。
最
後
に
、
共
同
不
法
行
為
（
記
載
◯ａ
に
よ
り

原
告
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
道
新
、
高
田
、
佐
藤
、
旬
報
社
、
記
載
◯ｂ
及
び
◯ｃ
の
そ
れ
は
道
新
、
高
田
、
佐
藤
、
講
談
社
）
の
成
立

を
認
め
た
。

２
）
控
訴
審

第
一
審
の
判
決
を
不
服
と
し
て
原
告
、
被
告
、
補
助
参
加
人
ら
が
各
々
控
訴
し
た
が
、
札
幌
高
裁
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
六
日
、
各
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控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。
同
裁
判
所
は
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
の
判
断
に
つ
き
、「
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に

足
り
る
程
度
の
取
材
を
行
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
…
…
真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
改
め
た
こ
と
を
は
じ
め
、
原
審
の
記
述
を
部
分
的
に
訂
正
、
付
加
、
削
除
す
る
ほ
か
、
原
審
の
判
断
を
維
持
し
た
。

３
）
上
告
審

控
訴
審
の
判
決
を
不
服
と
し
て
原
告
、
被
告
、
補
助
参
加
人
ら
が
各
々
上
告
し
た
が
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
二
〇
一
一
年
六
月
一
六

日
、
事
実
審
理
を
せ
ず
本
件
上
告
を
棄
却
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
審
に
続
き
、
本
件
各
書
籍
の
一
部
に
つ
い
て
原
告
の
名
誉
毀
損
の
成

立
を
認
め
た
控
訴
審
が
確
定
し
た
。

三

真
実
性
・
相
当
性
の
判
断
枠
組
と
本
件
訴
訟
へ
の
当
て
は
め

１

名
誉
毀
損
の
免
責
法
理

１
）
名
誉
毀
損
の
違
法
性
阻
却
事
由

刑
法
二
三
〇
条
は
名
誉
毀
損
を
一
般
的
に
処
罰
す
る
が
、
同
二
三
〇
条
の
二
第
一
項
は
名
誉
毀
損
行
為
が
①
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事

実
に
係
り（
事
実
の
公
共
性
）、
②
専
ら
公
益
を
図
る
目
的
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で（
目
的
の
公
益
性
）、
真
実
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
あ
っ

た
と
き
（
真
実
性
の
証
明
）
は
、
罰
し
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
三
つ
の
要
件
を
満
た
す
行
為
は
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
、
名

誉
毀
損
罪
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
裁
判
所
は
い
わ
ゆ
る
「
夕
刊
和
歌
山
時
事
」
事
件
最
高
裁
判
決
で
「
事
実
が
真
実
で

あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
い
場
合
で
も
、
行
為
者
が
そ
の
事
実
を
真
実
で
あ
る
と
誤
信
し
、
そ
の
誤
信
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
確
実
な
資
料
、
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根
拠
に
照
ら
し
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
の
故
意
が
な
く
、
名
誉
毀
損
の
罪
は
成
立
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」

と
説
示
し
て
（
最
大
判
一
九
六
九
・
六
・
二
五
刑
集
二
三
巻
七
号
九
七
五
頁
）
以
来
、
要
件
③
を
代
替
す
る
相
当
性
を
認
め
て
い
る
。

民
事
上
の
名
誉
毀
損
の
違
法
性
阻
却
事
由
は
明
文
規
定
は
な
い
が
、
冒
頭
に
挙
げ
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
（
最
判
一
九
六
六
・
六
・
二
三
民

集
二
〇
巻
五
号
一
一
一
八
頁
）
の
よ
う
に
、
名
誉
毀
損
罪
の
違
法
性
阻
却
事
由
が
類
推
適
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
事
実
摘
示
の
み
な
ら

ず
意
見
・
論
評
の
場
合
も
明
示
的
・
黙
示
的
な
事
実
摘
示
が
前
提
と
な
っ
た
場
合
に
は
名
誉
毀
損
の
成
否
が
問
題
と
な
る
が
、
最
高
裁
は

「
あ
る
事
実
を
基
礎
と
し
て
の
意
見
な
い
し
論
評
の
表
明
に
よ
る
名
誉
毀
損
に
あ
っ
て
は
、そ
の
行
為
が
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
に
係

り
、
か
つ
、
そ
の
目
的
が
専
ら
公
益
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
場
合
に
、
右
意
見
な
い
し
論
評
の
前
提
と
し
て
い
る
事
実
が
重
要
な
部
分
に

つ
い
て
真
実
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
人
身
攻
撃
に
及
ぶ
な
ど
意
見
な
い
し
論
評
と
し
て
の
域
を
逸
脱
し
た
も
の
で
な

い
限
り
、
右
行
為
は
違
法
性
を
欠
く
」（
最
判
一
九
八
七
・
四
・
二
四
民
集
四
一
巻
三
号
四
九
〇
頁
）、「
意
見
な
い
し
論
評
の
前
提
と
し
て

い
る
事
実
が
真
実
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
い
と
き
に
も
、
事
実
を
摘
示
し
て
の
名
誉
毀
損
に
お
け
る
場
合
と
対
比
す
る
と
、
行
為
者
に

お
い
て
右
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
そ
の
故
意
又
は
過
失
は
否
定
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
説

示
し
（
最
判
一
九
九
七
・
九
・
九
民
集
五
一
巻
八
号
三
八
〇
四
頁
）、
公
正
な
論
評
（fa

ir co
m
m
en
t

）
の
域
を
逸
脱
し
な
い
限
り
、
名
誉

毀
損
が
成
立
せ
ず
免
責
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

２
）
真
実
性
・
相
当
性
の
判
断
枠
組

名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
い
て
摘
示
事
実
の
真
否
に
関
す
る
被
告
（
人
）
側
の
真
実
性
・
相
当
性
の
抗
弁
は
、
被
害
者
の
名
誉
保
護
と
表
現

者
の
真
実
を
表
現
す
る
自
由
と
の
調
和
を
図
る
も
の
で
、
違
法
性
阻
却
事
由
の
中
核
で
あ
る
。
実
際
、
刑
事
・
民
事
事
件
を
問
わ
ず
、
名

誉
毀
損
の
違
法
性
阻
却
事
由
の
存
否
判
断
は
ほ
と
ん
ど
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
判
断
に
帰
着
す
る
。
と
り
わ
け
、
一
般
に
報
道
機
関
等
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の
よ
う
に
強
制
的
な
調
査
権
限
を
有
し
な
い
者
に
よ
る
事
実
摘
示
は
真
実
性
の
確
保
に
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
結
果
的
に
相
当
性
の
有
無

が
鍵
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
民
事
上
の
名
誉
毀
損
訴
訟
の
際
、
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
が
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
具
体
的
な
判

断
枠
組
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
真
実
性
の
証
明
は
摘
示
事
実
が
客
観
的
な
事
実
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
の
立
証
で
、
そ
の
対
象
、
範
囲
、
程
度
、
判
断
の
基
準

時
等
が
焦
点
と
な
る
。
第
一
に
、
真
実
性
の
証
明
対
象
は
摘
示
事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
伝
聞
、
噂
、
風
聞
等
の
形
式
で
の
事
実
摘

示
の
場
合
、
学
説
は
証
明
対
象
を
伝
聞
の
存
在
と
み
る
見
解
と
伝
聞
の
内
容
の
真
否
と
み
る
見
解
が
あ
る
が
、
判
例
は
後
者
の
立
場
で

５
）

あ
る
。
名
誉
を
毀
損
す
る
の
は
伝
聞
等
の
存
在
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
が
原
因
で
あ
る
た
め
、
判
例
の
態
度
は
妥
当
で
あ
る
。
第
二
に
、

真
実
性
の
証
明
範
囲
に
関
し
て
は
、
判
例
は
摘
示
事
実
の
「
主
要
部
分
」
ま
た
は
「
重
要
な
部
分
」
で
足
り
る
と
す
る
立
場
（
意
見
・
論

評
の
場
合
の
前
提
事
実
に
関
し
て
も

６
）

同
様
）
が
ほ
と
ん
ど
で
、
学
説
も
こ
れ
に
同
調
す
る
。
裁
判
所
は
「
主
要
部
分
」
如
何
の
判
断
に
つ

き
、「
前
文
、
本
文
の
内
容
の
ほ
か
、
見
出
し
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
そ
の
内
容
、
写
真
の
取
扱
い
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
こ
れ
を
一
般
読
者

が
普
通
の
注
意
と
読
み
方
で
読
ん
だ
場
合
の
印
象
を
基
準
」
と
す
る
こ
と
を
提
示
し
て

７
）

い
る
。
第
三
に
、
真
実
性
の
証
明
程
度
に
関
し
て

は
、
刑
事
事
件
と
民
事
事
件
を
裁
く
裁
判
所
の
心
証
形
成
度
に
お
け
る
そ
の
証
明
度
が
、
前
者
は
「
合
理
的
疑
い
を
超
え
る
程
度
」
の
証

明
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
真
実
の
高
度
の
蓋
然
性
」
で
足
り
る
（
最
判
二
〇
〇
〇
・
二
・
七
判
タ
一
〇
二
六
号
七
五
頁
）

こ
と
か
ら
、
高
度
の
蓋
然
性
の
証
明
を
要
す
る
。
第
四
に
、
真
実
性
判
断
の
基
準
時
は
、
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
時
で
、
そ
の
際
、
真

実
性
の
立
証
の
本
質
に
照
ら
し
名
誉
毀
損
行
為
の
時
点
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
証
拠
を
考
慮
す
る
こ
と
も
当
然
に
許
さ
れ
る
（
最
判
二
〇

〇
二
・
一
・
二
九
民
集
五
六
巻
一
号
一
八
五
頁
）。

次
に
、
相
当
性
の
証
明
は
摘
示
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
で
あ
る
。
相
当
性
の
法
的
性
格

に
つ
い
て
は
、
学
説
上
①
錯
誤
論
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
②
違
法
論
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
③
過
失
論
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
等
が
対
立
し
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て

８
）

い
る
が
、
私
見
と
し
て
は
行
為
当
時
の
行
為
者
の
認
識
内
容
が
問
題
に
な
る
こ
と
か
ら
、
①
を
支
持
す
る
。
具
体
的
に
、
相
当
性
を
め

ぐ
っ
て
は
そ
の
判
断
基
準
、
判
断
要
素
、
判
断
の
基
準
時
等
が
焦
点
と
な
る
。
第
一
に
、
相
当
性
の
判
断
基
準
に
関
し
て
は
、
最
高
裁
は

刑
事
裁
判
で
は
「
行
為
者
が
そ
の
事
実
を
真
実
で
あ
る
と
誤
信
し
、
そ
の
誤
信
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
確
実
な
資
料
、
根
拠
に
照
ら
し
相

当
の
理
由
」
の
有
無
を
挙
げ
て
い
る
（
最
大
判
一
九
六
九
・
六
・
二
五
刑
集
二
三
巻
七
号
九
七
五
頁
）
の
に
対
し
、
民
事
裁
判
で
は
「
行

為
者
に
お
い
て
そ
の
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
」
の
有
無
を
挙
げ
て
い
る
（
最
判
一
九
六
六
・
六
・
二
三
民
集
二
〇

巻
五
号
一
一
一
八
頁
）。
問
題
は
如
何
な
る
場
合
に
「
相
当
の
理
由
」
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
か
で
あ
る
が
、
裏
付
資
料
や
根
拠
に
高
度

の
確
実
性
を
要
求
せ
ず
、「
一
応
真
実
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
だ
け
の
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」が
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
ケ

９
）

ー
ス
や
、「
確

実
な
資
料
、
根
拠
」
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
ケ

10
）

ー
ス
が
混
在
し
て
い
る
。
第
二
に
、
相
当
性
の
判
断
要
素
に
関
し
て
は
、
個
別
具
体
的
判

断
に
よ
る
が
、
①
情
報
源
・
取
材
源
が
確
か
な
も
の
か
ど
う
か
、
②
裏
付
取
材
・
調
査
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
③
被
毀
損

者
本
人
や
キ
ー
マ
ン
へ
の
直
接
取
材
が
行
わ
れ
て
い
る
（
試
み
ら
れ
て
い
る
）
か
ど
う
か
、
④
報
道
の
迅
速
性
が
要
求
さ
れ
る
か
ど
う
か

等
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
て

11
）

い
る
。
第
三
に
、
相
当
性
判
断
の
基
準
時
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
相
当
性
は
名
誉
毀
損
行
為
当

時
の
行
為
者
の
認
識
内
容
が
問
題
に
な
る
た
め
、
行
為
時
で
あ
る
（
最
判
二
〇
〇
二
・
一
・
二
九
民
集
五
六
巻
一
号
一
八
五
頁
）。
す
な
わ

ち
、
相
当
性
の
有
無
は
名
誉
毀
損
行
為
時
に
存
在
し
た
資
料
・
根
拠
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
。

２

本
件
訴
訟
へ
の
当
て
は
め

以
上
の
よ
う
な
民
事
上
の
名
誉
毀
損
法
理
の
下
、
本
件
各
書
籍
の
記
載
◯ａ
〜
◯ｄ
は
、「
一
般
読
者
の
普
通
の
注
意
と
読
み
方
」を
基
準
と

し
て
判
断
し
た
場
合
、
原
告
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
も
の
か
否
か
。
記
載
◯ａ
〜
◯ｃ
は
原
告
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
得
る
特
定

の
事
実
を
直
接
・
間
接
に
摘
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
誉
毀
損
の
成
否
判
断
の
対
象
と
な
る
が
、
記
載
◯ｄ
の
場
合
、
不
正
経
理
を
め
ぐ
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る
道
警
へ
の
追
及
に
関
す
る
原
告
の
心
情
の
吐
露
に
過
ぎ
な
い
（
原
告
が
不
正
経
理
の
存
在
を
暗
に
認
め
た
と
ま
で
は
読
め
な
い
）
た
め
、

原
告
の
社
会
的
評
価
の
低
下
を
否
定
し
た
裁
判
所
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
記
載
◯ａ
〜
◯ｃ
の
名
誉
毀
損
の
成
否
は
、
い
ず
れ
の
記
載
も
道

警
の
不
正
経
理
を
扱
っ
た
本
件
各
書
籍
の
一
内
容
で
高
度
の
公
共
性
と
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
結
局
、
真
実
性
ま
た
は
相
当
性
の

有
無
判
断
に
帰
着
す
る
。
以
下
、
既
存
の
民
事
上
の
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
真
実
性
・
相
当
性
の
判
断
枠
組
に
照
ら
し
、
本
件
訴
訟
の

最
大
の
争
点
で
あ
る
各
記
載
の
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
を
め
ぐ
る
裁
判
所
の
判
断
の
当
否
を
検
討
す
る
。

１
）
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ

記
載
◯ａ
と
記
載
◯ｂ
は
同
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
厳
密
に
は
前
者
は
間
接
的
な
い
し
婉
曲
に
事
実
を
主
張
す
る
形
式
、

後
者
は
伝
聞
内
容
の
紹
介
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
原
告
の
叱
責
の
事
実
を
摘
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
事
実
が
真
実
か

ど
う
か
、
ま
た
は
被
告
ら
に
こ
れ
を
真
実
と
信
じ
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
が
焦
点
と
な
る
。

①
真
実
性

被
告
佐
藤
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
二
日
、
道
警
幹
部
か
ら
の
電
話
で
、
同
日
付
道
新
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た

12
）

記
事
に
関
し
、
原
告
が
芦

刈
本
部
長
か
ら
叱
責
さ
れ
た
と
の
情
報
を
得
て
、
被
告
高
田
の
指
示
の
下
、
他
の
取
材
を
す
る
の
と
合
わ
せ
て
、
五
〜
一
〇
日
に
か
け
て
、

総
務
部
及
び
警
務
部
を
中
心
と
す
る
約
二
〇
人
の
道
警
関
係
者
に
対
し
て
事
実
確
認
を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
叱
責
の
情
報
を
知
っ
て

お
り（
中
に
は
複
数
が
叱
責
の
場
面
を
直
接
見
聞
き
し
て
お
り
、
四
人
が
叱
責
の
情
報
を
正
確
に
知
っ
て
い
た
）、
原
告
自
身
が
周
囲
の
者

に
話
し
て
い
た
旨
の
情
報
も
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
被
告
高
田
は
、
叱
責
の
事
実
の
確
認
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
取
材
源
の
秘
匿

の
関
係
等
か
ら
回
答
で
き
な
い
が
、
同
夕
刊
が
配
達
さ
れ
た
後
、
芦
刈
本
部
長
か
ら
、
道
庁
や
道
議
会
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
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し
て
い
る
の
か
を
問
わ
れ
、
注
意
を
受
け
、
そ
の
後
数
日
の
間
に
、
芦
刈
本
部
長
と
の
や
り
取
り
を
原
告
自
ら
関
係
者
に
語
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
、
必
要
か
つ
十
分
な
方
法
で
確
認
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。

対
し
て
、
原
告
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
当
時
に
総
務
課
に
所
属
し
て
い
た
職
員
全
員
と
警
務
課
に
所
属
し
て
い
た
幹
部
全
員
に
対
し
て

尋
ね
た
結
果
、
い
ず
れ
も
、
原
告
が
芦
刈
本
部
長
か
ら
叱
責
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
被
告
佐
藤
か
ら
そ
の
点
に
関
す

る
取
材
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
と
回
答
し
た
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
な
双
方
の
主
張
に
対
し
、
第
一
審
は
◯ア「﹇
上
の
原
告
の
聴
取
は
﹈
原
告
本
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
同
人
に
不
利
益

な
こ
と
を
新
聞
記
者
に
話
し
た
こ
と
を
認
め
難
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
原
告
自
ら
が
周
囲
に
話
を
し
て
い
た
と
い
う
の
に
、
原
告
が
聴

取
し
た
全
員
が
叱
責
に
関
す
る
話
の
存
在
す
ら
否
定
す
る
と
い
う
の
は
考
え
難
い
」、
◯イ「
被
告
佐
藤
ら
が
取
材
を
し
て
い
た
の
は
、
道
警

に
お
け
る
不
正
経
理
の
存
否
等
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
…
…
﹇
原
告
の
叱
責
の
事
実
﹈
は
重
要
な
も
の
と
は
考
え
難
く
、
被
告
高
田
及
び

被
告
佐
藤
も
報
道
す
る
よ
う
な
事
実
で
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
他
の
取
材
を
行
う
つ
い
で
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
、
約
二
〇
人
と
い
う
多
数
人
か
ら
具
体
的
に
裏
付
け
を
取
っ
た
と
い
う
点
も
や
や
不
自
然
で
あ
る
」、
◯ウ

「﹇
被
告
佐
藤
は
叱
責
の
場
所
が
総
務
部
総
務
課
の
あ
る
大
部
屋
の
本
部
長
室
前
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
言
う
が
、﹈他
の
職
員
が
容

易
に
見
聞
き
で
き
る
場
所
で
、
立
場
上
、
道
警
の
最
高
位
に
あ
る
芦
刈
本
部
長
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
地
位
の
総
務
部
長
で
あ
っ
た
原
告
を
叱

責
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」、
◯エ「
不
正
経
理
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
道
警
の
経
理
問
題
に
関
す

る
議
会
対
応
と
い
う
の
は
、
そ
の
性
質
上
、
道
警
の
職
員
で
あ
っ
て
も
、
他
者
に
知
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

他
の
職
員
が
容
易
に
見
聞
き
で
き
る
場
所
で
、
芦
刈
本
部
長
が
、
原
告
に
議
会
対
応
の
方
法
等
を
尋
ね
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
通
常
は
考

え
難
い
」
と
い
う
事
情
を
総
合
し
て
被
告
佐
藤
の
供
述
の
信
用
性
を
否
定
し
、「﹇
叱
責
の
事
実
を
否
定
す
る
原
告
及
び
芦
刈
本
部
長
の
供

述
を
﹈
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、﹇
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
が
﹈
真
実
と
は
認
め
る
に
は
足
り
な
い
」
と
説
示
し
た
。
一
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方
、
控
訴
審
は
後
述
す
る
よ
う
に
一
部
記
載
を
添
削
す
る
の
み
で
、
第
一
審
の
判
断
を
踏
襲
し
た
。

以
上
、
被
告
ら
の
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
真
実
性
の
証
明
程
度
は
、
取
材
源
（
原
告
の
叱
責
の
事
実
に
関
す
る
情
報
提
供
者
）
の
秘

匿
の
関
係
等
か
ら
、
叱
責
の
事
実
確
認
を
行
っ
た
情
況
や
取
材
源
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
の
内
訳
に
関
す
る
陳
述
に
と
ど
ま
っ
た
。
既
存

の
真
実
性
の
判
断
枠
組
に
よ
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
証
明
で
は
直
ち
に
原
告
の
叱
責
の
事
実
の
存
在
を
是
認
し
得
る
高
度
の
蓋
然
性
の
証
明

に
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
事
実
摘
示
が
客
観
的
な
事
実
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
の
立
証
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
結

果
的
に
真
実
性
を
認
め
な
か
っ
た
第
一
審
の
判
断
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
審
の
推
論
過
程
に
は
い
さ
さ
か
疑
念
が
残
る
。

ま
ず
、
記
載
◯ア
、
◯ウ
及
び
◯エ
は
警
察
と
い
う
組
織
の
特
殊
性
を
軽
視
し
て
い
る
。
完
全
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
級
組
織
で
あ
る
警
察
の
特

殊
性
に
鑑
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
反
駁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
載
◯ア
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
道
警
在
職
中
の
地
位
の
高
さ
や
退
職
後
も

警
察
の
外
郭
団
体
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
部
下

が
叱
責
に
関
す
る
話
の
存
在
す
ら
否
定
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
記
載
◯ウ

に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
上
意
下
達
の
指
揮
命
令
系
統
を
持
つ
組
織
の
ト
ッ
プ
が
た
と
え
序
列
二
位
の
者
に
対
し
て
も
、
他
の
部
下
の
耳

目
を
気
に
せ
ず
叱
責
し
得
る
の
は
想
定
し
難
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、
記
載
◯エ
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
経
理
問
題
に
関
す
る
議
会
対
応
が

な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
同
対
応
は
組
織
防
衛
手
段
に
ほ
か
な
ら
ず
、
最
高
幹
部
に
限
ら
ず
一
定
範
囲
の
職
員
に
も
公
然
の
事
実
と
し
て

組
織
的
に
共
有
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
控
訴
審
で
も
こ
れ
ら
の
記
載
が
基
本
的
に
踏
襲

さ
れ
た
中
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
記
載
◯ア
に
つ
き
、
道
警
関
係
者
の
回
答
の
証
明
力
に
疑
問
が
呈
さ
れ
た
の
は
注
目
に
値
す
る
。

次
に
、
記
載
◯イ
は
取
材
・
報
道
の
実
務
へ
の
理
解
を
欠
い
て
い
る
。
記
載
◯イ
は
原
告
の
叱
責
の
事
実
が
報
道
に
相
応
し
い
事
実
で
は
な

い
こ
と
等
か
ら
被
告
ら
が
主
張
す
る
裏
付
取
材
対
象
者
の
範
囲
を
疑
問
視
し
て
い
る
が
、
取
材
と
報
道
と
の
関
係
を
単
線
的
に
捉
え
た
結

果
と
言
え
よ
う
。
報
道
機
関
は
報
道
に
直
結
す
る
事
実
の
取
材
に
限
ら
ず
、
報
道
に
直
結
し
な
い
派
生
的
な
事
実
で
も
報
道
内
容
に
関
連

性
が
あ
れ
ば
調
査
・
確
認
等
の
取
材
を
行
う
の
が
普
通
で
、
全
て
の
取
材
内
容
が
報
道
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
、
被
告
佐
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藤
ら
の
報
道
の
主
眼
は
道
警
に
お
け
る
不
正
経
理
の
存
否
に
あ
り
、
確
か
に
「
原
告
の
叱
責
の
事
実
」
は
報
道
す
る
よ
う
な
事
実
で
な
い

も
の
の
、
不
正
経
理
を
明
ら
か
に
す
る
一
端
緒
に
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
多
数
人
か
ら
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
こ
と
を
不
自
然
と
ま

で
は
言
え
な
い
。

②
相
当
性

ま
ず
、
取
材
記
者
ら
の
相
当
性
の
証
明
に
つ
き
、
第
一
審
は
「﹇
被
告
佐
藤
の
供
述
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、﹈
同
被
告
が

﹇
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
を
﹈
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に
足
り
る
程
度
の
取
材
を
行
っ
た
と
も
認
め
難
い
か
ら
、
被
告
ら
が
﹇
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
を
﹈

真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
も
認
め
る
に
は
足
り
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
説
示
し
た
。
一
方
、
控
訴

審
は
第
一
審
記
載
◯ア
◯イ
を
「﹇
原
告
の
聴
取
に
対
し
﹈
道
警
関
係
者
が
全
く
自
由
に
回
答
で
き
る
立
場
に
あ
る
は
と
考
え
に
く
い
こ
と
に
加

え
、﹇
同
回
答
（
三
二
名
）
に
対
す
る
確
認
の
た
め
の
被
告
高
田
及
び
佐
藤
の
照
会
に
対
し
て
一
名
を
除
い
て
は
﹈
応
答
が
な
か
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
上
記
回
答
の
証
明
力
は
そ
れ
程
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、﹇
被
告
佐
藤
ら
の
取
材
の
主
眼
か
ら
す
れ
ば
叱
責

の
事
実
は
﹈
派
生
的
な
事
柄
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
…
…
他
の
取
材
を
行
う
つ
い
で
に
行
っ
た
に
せ
よ
、
約
二
〇
人
と
い
う
多

数
の
者
か
ら
、﹇
叱
責
の
事
実
に
関
す
る
裏
付
け
を
取
っ
た
と
い
う
被
告
佐
藤
の
供
述
は
﹈い
さ
さ
か
不
自
然
な
感
を
免
れ
な
い
」と
改
め
、

記
載
◯エ
の
後
に
◯オ「﹇
被
告
佐
藤
の
裏
付
取
材
は
﹈
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、﹇
芦
刈
本
部
長
及
び
原
告
﹈
の
態

度
や
対
応
そ
の
も
の
が
事
実
関
係
を
確
か
め
る
一
資
料
と
も
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
取
材
を
試
み
る
こ
と
自
体
が
無
意
味
な
も

の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
記
述
を
挿
入
し
た
上
、「﹇
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
を
﹈
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に
足
り
る
程
度
の
取
材
を

行
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、﹇
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
を
﹈
真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
説
示
し
た
。
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以
上
、
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
の
相
当
性
に
つ
き
、
第
一
審
は
記
載
◯ア
〜
◯エ
か
ら
被
告
佐
藤
の
主
張
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
簡

単
に
否
定
し
て
お
り
、
控
訴
審
も
一
部
記
載
の
添
削
を
行
っ
た
も
の
の
同
一
結
論
に
到
達
し
た
。
た
だ
、
控
訴
審
は
原
告
の
聴
取
に
対
す

る
道
警
関
係
者
の
回
答
の
証
明
力
に
疑
問
を
呈
し
つ
つ
、
裏
付
取
材
の
範
囲
の
不
自
然
さ
を
否
定
し
な
い
も
の
の
断
定
的
な
記
述
を
避
け

る
な
ど
、
第
一
審
に
比
べ
て
推
論
の
論
理
性
を
高
め
た
。
両
裁
判
所
は
相
当
性
の
具
体
的
な
判
断
基
準
を
示
し
て
い
な
い
が
、
真
実
性
の

判
断
の
延
長
線
上
で
相
当
性
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
よ
り
は
「
確
実
な
資
料
、
根
拠
」
に
傾

斜
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
は
「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
を
判
断
基
準
に
し
た
場
合
で
も
、
被
告
ら
が
取
材
源
の
秘
匿
の
関
係
等
か
ら
、
記

載
◯ａ
及
び
◯ｂ
を
真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
本
件

訴
訟
で
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
状
況
が
勘
案
さ
れ
た
相
当
性
の
立
証
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
少
推
論
の
論
理
性
が
高
い
控
訴

審
も
既
存
の
相
当
性
の
判
断
枠
組
に
即
し
て
、
当
事
者
へ
の
取
材
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
を
挙
げ
、
相
当
性
を
否
定
し
て
い
る
。
し

か
し
、
当
時
、
道
警
が
組
織
的
裏
金
作
り
を
頑
な
に
否
定
し
て
い
た
実
情
に
鑑
み
れ
ば
、
叱
責
の
事
実
に
関
し
て
原
告
や
芦
刈
本
部
長
に

対
し
取
材
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
同
事
実
の
有
無
と
関
係
な
く
全
面
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
取
材
を
試
み
る
こ

と
自
体
が
無
意
味
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
全
面
否
定
さ
れ
る
限
り
、
同
取
材
の
実
行
を
以
て
し
て
も
相
当
性
が
認
め
ら
れ
る
蓋
然

性
は
低
い
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
出
版
社
の
責
任
に
つ
き
、
第
一
審
は
「
一
定
の
取
材
組
織
を
も
つ
新
聞
社
で
あ
っ
て
も
名
誉
毀
損
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
被
告
道
新
の
取
材
班
が
道
警
の
裏
金
問
題
を
専
門
に
追
求
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
Ａ
書
籍
に
記
載

さ
れ
た
事
実
す
べ
て
が
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
…
裏
付
け
調
査
を
す
る
こ

と
な
く
、
書
籍
に
記
載
し
て
出
版
す
る
の
は
、
出
版
社
が
自
己
の
責
任
と
危
険
負
担
に
お
い
て
、
そ
の
裏
付
け
調
査
を
省
略
し
た
も
の
と
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い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
出
版
社
が
そ
の
記
載
部
分
に
よ
る
名
誉
毀
損
の
責
任
を
免
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
」
と
し
、
名
誉
毀

損
の
責
任
を
否
定
す
る
被
告
旬
報
社
の
主
張
を
採
用
し
な
か
っ
た
（
被
告
講
談
社
も
同
様
）。
控
訴
審
は
「
一
定
の
信
頼
性
を
有
し
て
い
る

新
聞
社
の
取
材
班
に
よ
る
記
事
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「﹇
記
載
◯ａ
〜
◯ｃ
の
よ
う
に
﹈
他
人
の
名
誉
を
毀
損
す
る
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
記
事
が
上
記
の
よ
う
な
新
聞
社
の
取
材
班
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
一
事
を
も
っ
て
、
出
版
社
が
、
当
該
事
実
に
確

実
な
資
料
、
根
拠
が
あ
る
も
の
と
受
け
止
め
、
同
事
実
を
真
実
と
信
じ
た
こ
と
に
無
理
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、

…
…
同
事
実
を
真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
結
論
を
維
持
し
た
。

以
上
、
第
一
審
も
控
訴
審
も
出
版
社
に
過
度
の
調
査
義
務
（
真
実
確
認
作
業
）
課
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
本
件
の
よ
う

な
報
道
機
関
の
記
者
の
取
材
・
報
道
内
容
を
ベ
ー
ス
に
し
た
出
版
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
「
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
抗
弁
」（w

ire
 
serv

ice
 

d
efen

se

）
を
類
推
適
用
す
る
余
地
は
な
い
に
し
て
も
、
記
者
の
よ
う
な
専
門
的
職
業
人
に
よ
っ
て
確
認
済
み
の
事
実
の
場
合
、
当
該
出
版

社
の
調
査
義
務
は
限
定
的
に
生
じ
る
と
解
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
本
件
の
よ
う
な
構
図
に
お
い
て
出
版
社
の
責
任
を
正
面
か
ら

扱
っ
た
ケ
ー
ス
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
新
聞
広
告
掲
載
に
伴
う
損
害
賠
償
請
求
事
件
判
決
（
最
判
一
九
八
九
・
九
・
一
九
判
例

集
未
搭
載
）
は
示
唆
に
富
む
。
同
判
決
は
「﹇
新
聞
社
は
﹈
広
告
掲
載
に
当
た
り
広
告
内
容
の
真
実
性
を
予
め
十
分
に
調
査
確
認
し
た
上
で

な
け
れ
ば
新
聞
紙
上
に
そ
の
掲
載
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
一
般
的
な
法
的
義
務
が
新
聞
社
等
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

…
…
広
告
内
容
の
真
実
性
に
疑
念
を
抱
く
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
っ
て
読
者
ら
に
不
測
の
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
予
見

し
、
又
は
予
見
し
え
た
場
合
に
は
、
真
実
性
の
調
査
確
認
を
し
て
虚
偽
広
告
を
読
者
ら
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
が
あ
」
る
と
説
示

し
た
。
同
判
決
の
趣
旨
は
、
本
件
に
も
基
本
的
に
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
件
各
書
籍
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
一
連
の
道
警

裏
金
問
題
報
道
へ
の
抗
議
（
誤
報
や
虚
報
の
主
張
）
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
本
件
各
記
載
は
該
当
書
籍
の
主
要
部
分
で

は
な
い
が
取
材
記
者
が
事
実
確
認
を
怠
っ
た
と
い
う
真
実
性
に
疑
念
を
抱
く
べ
き
特
別
の
事
情
が
存
在
し
予
見
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
い
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こ
と
か
ら
、
両
出
版
社
に
は
各
記
載
の
事
実
を
真
実
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

２
）
記
載
◯ｃ

記
載
◯ｃ
は
原
告
が
取
材
記
者
に
理
解
を
求
め
た
事
実
（fa

ct

）
の
対
象
が
問
題
と
な
る
。
同
記
載
は
前
後
の
文
脈
か
ら
、
原
告
が
不
正
経

理
の
存
在
を
暗
に
認
め
て
理
解
を
求
め
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
原
告
が
同
趣
旨
で
発
言
を
し
た
か
ど
う
か
、
ま

た
は
被
告
ら
に
こ
れ
を
真
実
と
信
じ
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
る
。

①
真
実
性

第
一
審
は
「﹇
被
告
佐
藤
ら
の
陳
述
書
及
び
尋
問
は
﹈
い
ず
れ
も
情
報
提
供
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
本
名
を
記
載
し
な
い
領
収
書
を
作

成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
告
か
ら
理
解
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
…
…
不
正
経
理
そ
の
も
の
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る

発
言
を
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
存
在
し
な
い
」
と
し
、
真
実
で
あ
る
と
は
認
め
る
に
足
り
な
い
と
説
示
し
た
。
控
訴
審
も

同
判
断
を
踏
襲
し
た
。

本
来
記
載
◯ｃ
は
前
述
の
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
と
異
な
り
、
取
材
記
者
の
直
接
体
験
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
客
観
的
な
事
実
に

合
致
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
に
は
原
告
の
同
発
言
に
対
す
る
取
材
記
者
の
認
識
が
大
き
く
作
用
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
被
告
佐
藤
ら
の

主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
捉
え
方
は
一
面
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
佐
藤
ら
の
陳
述
書
及
び
尋
問
に
よ
る
と
、
原
告
の
同
発
言
を
一

義
的
に
は
偽
名
領
収
書
の
作
成
へ
の
理
解
を
求
め
る
も
の
と
受
け
止
め
つ
つ
も
、
究
極
に
は
不
正
経
理
へ
の
理
解
を
求
め
る
も
の
と
認
識

し
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
認
識
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
の
に
、
裁
判
所
は
被
告
ら
の
主
張
を
前
者
へ
の
理
解
に
と
ど
め
て
解
釈
し
て
い
る
。
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②
相
当
性

第
一
審
は
「
情
報
提
供
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
本
名
を
記
載
し
な
い
領
収
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
と
い
う
こ

と
と
、
不
正
経
理
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
は
明
ら
か
に
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
﹇
被
告
佐
藤
ら
が
﹈
偽
名
領

収
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
告
か
ら
理
解
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
、
不
正
経
理
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
る
趣
旨
で
原
告
が
発
言
し
た
と
信
じ
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
」と
し
、「
真
実
で
あ
る
と
信
じ

る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
に
も
足
り
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」と
説
示
し
た
。
控
訴
審
も
同
判
断
を
踏
襲
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
の
記
載
◯ｃ
の
相
当
性
に
関
す
る
判
断
基
準
は
、
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
の
そ
れ
と
同
様
、「
確
実
な
資
料
、
根
拠
」に
依

拠
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
確
か
に
、
記
載
◯ｃ
を
不
正
経
理
へ
の
理
解
を
求
め
る
発
言
と
い
う
真
実
性
の
確
証
は
存
在
し
な
い
に
し
て
も
、

相
当
性
の
有
無
を
「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
を
基
準
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
同
事
実
を
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
の
理
由

が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
と
言
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
当
時
、
道
警
の
組
織
的
不
正
経
理
の
実
態
が
次
々
に
明
ら
か
と
な
る
緊
迫

し
た
状
況
や
、
原
告
の
職
責
か
ら
し
て
不
正
経
理
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
は
低
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

四

免
責
法
理
の
合
理
化
に
向
け
て

以
上
、
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
各
記
載
の
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
を
め
ぐ
る
裁
判
所
の
判
断
は
、
既
存
の
判
断
枠

組
に
厳
密
に
従
え
ば
や
む
を
得
な
い
判
断
（
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
取
材
記
者
ら
の
立
証
へ
の
判
断
）
が
あ
る
一
方
、
相
当
性
の
判
断

基
準
次
第
で
は
異
な
る
結
果
が
想
定
で
き
る
判
断
（
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
出
版
社
側
の
立
証
へ
の
判
断
、
記
載
◯ｃ
に
関
す
る
取
材
記

者
ら
の
立
証
へ
の
判
断
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
相
当
性
の
判
断
基
準
の
問
題
は
別
に
し
て
も
、
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
の
よ
う
な
公
職
者
の
職
務

遂
行
に
関
す
る
批
判
・
監
視
が
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
名
誉
毀
損
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
は
疑
念
が
残
る
。
同
記
載
は
客
観
的
な
事
実
に
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合
致
す
る
か
、
事
実
の
錯
誤
に
相
当
性
が
あ
る
の
に
、
取
材
源
の
秘
匿
の
要
請
が
被
告
ら
の
実
質
的
な
立
証
を
妨
げ
る
中
、
保
護
さ
れ
な

か
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
既
存
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
は
、
個
人
の
名
誉
の
保
護
と
表
現
の
自
由
と

の
調
和
を
図
る
働
き
に
欠
陥
が
あ
り
、
正
当
な
言
論
に
必
ず
し
も
保
護
を
与
え
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
既
存
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
の
再
考
は
必
然
的
で
あ
る
。
以
下
、
免
責
法
理
の
合
理
化
に
向

け
、
相
当
性
の
判
断
基
準
の
合
理
化
と
特
定
の
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
立
証
責
任
の
配
分
の
実
質
化
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
提
示
・

検
討
し
て
お
き
た
い
。

１

相
当
性
の
判
断
基
準
の
合
理
化

裁
判
所
は
特
定
の
名
誉
毀
損
的
表
現
の
許
否
を
判
断
す
る
際
、
直
ち
に
刑
法
二
三
〇
条
の
二
第
一
項
や
前
述
の
一
九
六
〇
年
代
に
確
立

さ
れ
た
裁
判
法
理
に
準
拠
し
が
ち
で
あ
る
が
、
憲
法
次
元
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
先
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
二
一
条
は
表
現
の
自

由
を
無
制
限
的
に
保
障
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
名
誉
毀
損
的
表
現
で
も
、「
思
想
の
自
由
市
場
」（free m

a
rk
etp

la
ce o

f id
ea
s

）

に
お
け
る
真
実
発
見
な
い
し
思
想
・
情
報
の
多
様
性
の
確
保
の
要
請
の
下
、
一
定
の
場
合
は
正
当
な
言
論
と
し
て
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問
題
は
、
名
誉
議
論
的
表
現
で
も
保
護
さ
れ
る
正
当
な
言
論
の
具
体
的
な
範
囲
で
あ
る
。
公
共
性
・
公
益
性
を
有
す
る
名
誉
毀
損
的
表

現
の
場
合
、
基
本
的
に
そ
の
真
否
が
保
護
の
可
否
を
決
定
す
る
が
、
真
実
で
は
な
い
表
現
が
全
て
憲
法
的
保
護
の
枠
外
に
置
か
れ
る
こ
と

は
不
当
で
あ
る
。
公
的
問
題
に
関
す
る
自
由
な
討
論
・
意
思
決
定
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
真
実
で
は
な
い
情
報
を
も
保
障
す
る
こ

と
の
必
要
性
・
有
益
性
が
あ
る
か
ら
で

13
）

あ
る
。
最
高
裁
も
表
現
の
自
由
の
憲
法
保
障
に
お
け
る
優
越
的
地
位
（p

referred p
o
sitio

n

）
を

示
唆
し
つ
つ
、「
と
り
わ
け
、
公
共
的
事
項
に
関
す
る
表
現
の
自
由
は
、
特
に
重
要
な
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
」
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
最
判
一
九
八
六
・
六
・
一
一
民
集
四
〇
巻
四
号
八
七
二
頁
）。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
公
共
性
・
公
益
性

を
有
す
る
事
柄
に
つ
き
虚
偽
事
実
を
摘
示
し
た
場
合
で
も
、
行
為
者
に
お
い
て
同
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る

と
き
に
は
、
名
誉
毀
損
が
成
立
し
な
い
と
解
す
る
相
当
性
の
理
論
は
正
当
化
さ
れ
る
。

こ
こ
で
注
視
す
べ
き
は
、
虚
偽
の
事
実
摘
示
が
正
当
な
言
論
と
し
て
保
護
さ
れ
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
「
相
当
の
理
由
」
の
判
断
基
準

で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
判
例
は
「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
を
求
め
る
場
合
と
「
確
実
な
資
料
、
根
拠
」
を
求
め
る
場
合
が
混

在
し
て
い
る
中
、
次
第
に
後
者
に
傾
斜
す
る
傾
向
が
あ
り
、
本
件
訴
訟
も
後
者
に
依
拠
し
て
判
断
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
憲
法

に
保
障
さ
れ
た
表
現
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
真
実
で
は
な
く
と
も
相
当
な
合
理
的
根
拠
の
あ
る
言
論
に
ま
で
正
当
な
言

論
と
し
て
の
保
護
を
及
ぼ
す
こ
と
が
必
要
で

14
）

あ
る
こ
と
か
ら
、「
相
当
の
理
由
」
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
に
は
「
合
理
的
な
資
料
又
は

根
拠
」
で
足
り
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
摘
示
し
た
事
実
を
真
実
と
誤
信
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
・
根
拠
に
つ
き
、
高
度
の
確
実
性
を
要

求
す
る
の
は
、
公
的
・
社
会
的
事
柄
や
人
物
に
関
す
る
批
判
を
含
む
情
報
の
自
由
な
流
通
を
萎
縮
さ
せ
、
国
民
の
知
る
権
利
や
民
主
主
義

の
後
退
を
招
き
か
ね
な
い
。

要
す
る
に
、
個
人
の
名
誉
の
保
護
と
表
現
の
自
由
と
の
調
和
の
下
、
正
当
な
言
論
を
保
護
す
る
た
め
、
名
誉
毀
損
の
違
法
性
阻
却
事
由

と
し
て
の
相
当
性
は
、
合
理
的
な
資
料
・
根
拠
の
存
否
を
基
準
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
裁
判
所
は
相
当
性
の
立
証
の
程
度
に
「
確
実

な
資
料
、
根
拠
」
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
の
強
要
を
止
め
、「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
の
基
準
に
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
本
件

訴
訟
の
よ
う
に
公
共
的
事
項
に
関
す
る
表
現
で
、
高
度
の
公
共
性
・
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
自
由
の
憲

法
上
の
重
要
性
に
鑑
み
、
相
当
性
の
判
断
に
お
け
る
「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
の
基
準
は
よ
り
柔
軟
に
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
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２

立
証
責
任
の
配
分

し
か
し
、
相
当
性
の
判
断
基
準
を
合
理
化
し
て
も
、
本
件
訴
訟
の
よ
う
な
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
が
被
告
の
他
の
法
的
権
利
・
義
務

と
衝
突
す
る
特
殊
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
正
当
な
言
論
を
も
保
護
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
繰
り
返
し
て
強
調
す
る
よ
う
に
、
本
件
訴

訟
に
お
け
る
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
は
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
是
認
さ
れ
て
い
る
取
材
源
の
秘
匿
権
（
最
決

二
〇
〇
六
・
一
〇
・
三
民
集
六
〇
巻
八
号
二
六
四
七
頁
）
と
衝
突
・
矛
盾
す
る
、
構
造
的
問
題
を
露
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
（
報
道

機
関
）
側
が
取
材
源
の
秘
匿
権
（
証
言
拒
絶
権
）
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
記
載
内
容
の
真
実
性
・
相
当
性
に
関
す
る
証
拠
の
信
用
性

は
制
限
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い（
取
材
源
を
明
ら
か
に
し
な
い
証
言
等
の
実
質
的
証
拠
力
は
低
く
な
る
の
が

15
）

普
通
）。
こ
の
よ
う
な
関
係
か

ら
、
被
告
ら
の
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
の
摘
示
事
実
に
関
す
る
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
度
は
高
度
の
蓋
然
性
を
肯
認
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
真
偽

不
明
の
ま
ま（
摘
示
事
実
の
捏
造
や
虚
偽
が
立
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
）、
名
誉
毀
損
が
成
立
す
る
不
合
理
な
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
要

す
る
に
、
本
件
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
相
当
性
の
立
証
の
程
度
を
「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
以
下
に
緩
和
し
な
い
限
り
、
正
当
な
言

論
を
も
保
護
の
外
に
置
か
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
取
材
源
の
秘
匿
の
必
要
性
を
尊
重
し
て
も
、
相
当
性
の
立
証
の
程
度
の
緩
和
に
は
限
度
が

16
）

あ
る
。
相
当
性
の
立
証
の

程
度
を
格
段
に
緩
和
す
れ
ば
、
裏
付
取
材
等
事
実
確
認
の
軽
視
や
取
材
源
の
秘
匿
権
の
濫
用
を
招
く
恐
れ
さ
え
も
あ
り
、
名
誉
毀
損
の
合

理
的
な
成
否
判
断
を
阻
害
し
得
る
。
結
局
、
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
と
取
材
源
の
秘
匿
の
要
請
と
の
相
剋
は
、
訴
訟
当
事
者
間
の
立
証

責
任
の
配
分
等
に
よ
る
克
服
が
望
ま
れ
よ
う
。
そ
の
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
米
国
に
お
け
る
現
実
の
悪
意
の
法
理
で
あ
る
。
同

法
理
は
、
公
職
者
（p

u
b
lic o

fficia
l

）
の
そ
の
職
務
行
為
（o

fficia
l co

n
d
u
ct

）
に
関
す
る
名
誉
毀
損
的
表
現
の
場
合
、
現
実
の
悪
意

（
表
現
者
が
虚
偽
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
表
現
し
た
か
、
ま
た
は
虚
偽
か
否
か
を
無
謀
に
無
視
し
て
表
現
し
た
こ
と
）を
、
当
該
公
職
者
側
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が
立
証
し
な
け
れ
ば
損
害
賠
償
を
認
め
な
い
、
と
す
る
サ
リ
バ
ン
事
件（N

ew
 
Y
o
rk T

im
es C

o
.v
.S
u
lliv

a
n

、376 U
.S
.254

(1964)

）

で
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
適
用
対
象
が
公
人
（p

u
b
lic fig

u
re

）
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
（C

u
rtis P

u
b
lish

in
g C

o
.
v
.
B
u
tts

、388 U
.S
.

130
(1967)

）。
日
本
で
は
同
法
理
に
対
し
、
学
説
上
は
理
解
を
示
す
論
者
が
少
な
く
な
い
が
、
判
例
は
慎
重
あ
る
い
は
否
定
的
で

17
）

あ
る
。

確
か
に
、
違
法
性
阻
却
事
由
の
立
証
責
任
を
原
告
の
社
会
的
身
分
を
問
わ
ず
一
律
に
被
告
側
に
負
わ
せ
る
、
既
存
の
名
誉
毀
損
の
免
責

法
理
の
体
系
に
立
脚
す
れ
ば
、
現
実
の
悪
意
の
法
理
は
受
け
入
れ
難
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
公
人
は
常
に
公
衆
の
関
心
・
批
判
の
対
象

で
あ
り
、
と
り
わ
け
公
職
者
の
職
務
行
為
に
関
す
る
事
案
は
公
衆
の
討
論
・
意
思
決
定
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
公
人
に
関
す
る
名
誉
毀

損
的
表
現
は
私
人
の
そ
れ
と
は
憲
法
的
評
価
が
異
な
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
公
人
は
私
人
に
比
べ
、
言
論
に
よ
る
自
己
防
御
や
反
論
の

機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
名
誉
毀
損
的
表
現
に
対
し
て
受
忍
せ
ざ
る
を
得
な
い
範
囲
が
広
い
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
名
誉
毀
損
の

成
否
判
断
に
お
い
て
原
告
の
社
会
的
身
分
を
基
準
に
し
た
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
（sta

tu
s-b
a
sed a

p
p
ro
a
ch

）
を
容
認
し
、
公
人
に
対
す

る
名
誉
毀
損
訴
訟
の
場
合
、
原
告
側
に
名
誉
毀
損
の
成
立
の
立
証
責
任
を
課
す
同
法
理
は
評
価
に
値
す
る
。

た
だ
し
、
立
証
責
任
の
配
分
を
肯
定
し
て
も
、
現
実
の
悪
意
の
法
理
を
全
面
的
に
導
入
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
筆
者
は
公
人
の
範
囲
の
設
定
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
や
、
既
存
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
へ
の
衝
撃
を
勘
案
し
、
一
定
の
公

人
（
政
治
家
及
び
政
策
決
定
権
限
を
有
す
る
公
務
員
）
に
対
す
る
名
誉
毀
損
訴
訟
に
限
定
し
て
、
立
証
責
任
の
配
分
に
関
す
る
二
つ
の
選

択
肢
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
同
法
理
に
従
い
、
原
告
側
に
被
告
に
故
意
（
虚
偽
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
表
現
し
た
こ
と
）
ま

た
は
重
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
（
虚
偽
か
否
か
を
無
謀
に
無
視
し
て
表
現
し
た
こ
と
）
の
立
証
責
任
を
課
す
こ
と
で
あ
る
（
選
択
肢
一
）。
第

二
に
、
既
存
の
名
誉
毀
損
の
違
法
性
阻
却
事
由
に
着
目
し
、
被
告
側
に
公
共
性
・
公
益
性
の
存
在
の
立
証
を
、
原
告
側
に
真
実
性
・
相
当

性
の
不
存
在
の
立
証
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
選
択
肢
二
）。
両
者
は
公
共
性
・
公
益
性
の
要
否
の
面
で
考
え
方
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ら
の
公
人
に
関
す
る
事
実
摘
示
は
、
純
粋
た
る
私
的
領
域
に
及
ば
な
い
限
り
、
公
共
性
・
公
益
性
が
認
め
ら
れ
得
る
こ
と
か
ら
、
同
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一
事
案
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
同
じ
審
理
結
果
が
予
想
さ
れ
る
。
本
件
訴
訟
の
場
合
、
原
告
の
社
会
的
身
分
に
鑑
み
れ
ば
、
以
上
の
選
択
肢
の
適

用
が
妥
当
す
る
。

一
方
、
現
実
の
悪
意
の
法
理
は
名
誉
毀
損
訴
訟
の
原
告
の
社
会
的
身
分
や
属
性
を
基
準
に
し
た
裁
判
法
理
で
、
本
来
取
材
源
の
秘
匿
の

要
請
等
は
無
縁
で
あ
る
が
、
本
件
訴
訟
の
よ
う
な
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
が
被
告
の
他
の
法
的
権
利
・
義
務
と
衝
突
す
る
特
殊
な
場
面

で
も
、
正
当
な
言
論
の
憲
法
的
保
護
を
図
る
有
効
な
方
策
と
し
て
応
用
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
と
取

材
源
の
秘
匿
の
要
請
が
衝
突
・
矛
盾
す
る
名
誉
毀
損
訴
訟
の
場
合
、
上
記
の
よ
う
な
選
択
肢
の
い
ず
れ
か
を
適
用
し
て
立
証
責
任
を
配
分

す
れ
ば
、
両
者
の
衝
突
・
矛
盾
が
克
服
さ
れ
、
合
理
的
な
名
誉
毀
損
の
成
否
判
断
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
原
告
の
社
会

的
身
分
に
応
じ
て
、
立
証
責
任
の
負
担
に
差
を
設
け
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
例
え
ば
、
選
択
肢
一
の
場
合
、
上
記
の
一
定
の
公
人
に
は

被
告
（
報
道
機
関
）
に
上
記
の
よ
う
な
故
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
の
立
証
責
任
を
課
す
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
公
人
や
私
人

に
は
被
告
（
同
）
に
故
意
（
同
）
ま
た
は
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
（
虚
偽
か
否
か
を
無
視
し
て
表
現
し
た
こ
と
）
の
立
証
責
任
を
課
す
の
が

現
実
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
原
告
が
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
つ
き
被
告
ら
の
故
意
ま
た
は
重

過
失
に
よ
る
虚
偽
記
載
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
い
限
り
、
名
誉
毀
損
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

五

結
び
に
代
え
て

以
上
、
既
存
の
民
事
上
の
名
誉
毀
損
訴
訟
に
お
け
る
真
実
性
・
相
当
性
の
判
断
枠
組
に
照
ら
し
、
道
警
裏
金
訴
訟
の
真
実
性
・
相
当
性

の
有
無
判
断
の
当
否
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
本
件
訴
訟
が
露
呈
し
た
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
の
欠
陥
を
ヒ
ン
ト
に
、
そ
の
改
善
に
向
け

た
私
見
を
提
示
・
検
討
し
た
。

本
件
訴
訟
の
最
大
の
争
点
で
あ
る
各
記
載
の
真
実
性
・
相
当
性
の
有
無
を
め
ぐ
る
裁
判
所
の
判
断
は
、
①
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
取
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材
記
者
ら
の
真
実
性
・
相
当
性
の
否
定
、
②
記
載
◯ａ
及
び
◯ｂ
に
関
す
る
出
版
社
側
の
相
当
性
の
否
定
、
③
記
載
◯ｃ
関
す
る
取
材
記
者
ら
の

真
実
性
・
相
当
性
の
否
定
に
大
別
で
き
る
。
判
断
①
は
、
や
や
推
論
過
程
上
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
既
存
の
真
実
性
・
相
当
性
の
判
断

枠
組
に
厳
密
に
従
え
ば
、
や
む
を
得
な
い
判
断
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
取
材
源
の
秘
匿
の
要
請
と
い
う
特
殊
性
が
理
解
さ
れ
ず
、
既
存

の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
の
判
断
枠
組
に
沿
っ
て
機
械
的
に
判
断
さ
れ
、
摘
示
事
実
の
真
偽
は
不
明
の
ま
ま
名
誉
毀
損
が
成
立
し
た
。
判

断
②
は
、
本
件
各
記
載
に
関
す
る
出
版
社
の
調
査
義
務
は
限
定
的
に
生
じ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、
真
実
性
に
疑
念
を
抱
く
べ
き

特
別
の
事
情
が
存
在
し
予
見
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
不
当
な
判
断
で
あ
る
。
ま
た
、
判
断
③
は
、
真
実
性
ま
で
直
ち
に
肯

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
相
当
性
は「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」を
基
準
に
判
断
し
た
な
ら
ば
異
な
る
結
果
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
訴
訟
は
、
相
当
性
の
立
証
の
程
度
問
題
か
ら
既
存
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
自
体
の
当
否
に
至
る
ま
で
、
重
大
な

検
討
課
題
を
孕
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
は
近
年
の
相
当
性
に
関
す
る
司
法
判
断
の
傾
向
と
同
様
、
厳
格
な
判
断

基
準
に
依
拠
し
て
い
る
が
、「
合
理
的
な
資
料
又
は
根
拠
」
の
基
準
の
方
が
真
実
の
発
見
や
思
想
・
情
報
の
多
様
性
の
確
保
と
い
う
表
現
の

自
由
の
憲
法
的
要
請
に
よ
り
合
致
す
る
。
相
当
性
は
、
個
人
の
名
誉
の
保
護
と
表
現
の
自
由
と
の
調
和
と
均
衡
を
図
る
最
後
の
砦
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
判
断
基
準
の
合
理
化
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

次
に
、
本
件
訴
訟
の
よ
う
な
真
実
性
・
相
当
性
の
証
明
が
被
告
の
他
の
法
的
権
利
・
義
務
と
衝
突
す
る
特
殊
な
場
面
に
お
い
て
は
、
被

告
に
一
律
に
違
法
性
阻
却
事
由
の
立
証
責
任
を
課
す
既
存
の
名
誉
毀
損
の
免
責
法
理
を
適
用
す
る
の
は
、
正
当
な
言
論
を
も
保
護
さ
れ
な

い
可
能
性
が
あ
り
、
妥
当
で
は
な
い
こ
と
が
自
明
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
訴
訟
当
事
者
間
の
立
証
責
任
の
配

分
等
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
望
ま
し
く
、
現
実
の
悪
意
の
法
理
の
応
用
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
同
法
理
を
一
定
の
公
人
（
政
治
家
及

び
政
策
決
定
権
限
を
有
す
る
公
務
員
）
に
対
す
る
名
誉
毀
損
訴
訟
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
本
件
訴
訟
の
よ
う
な
真
実
性
・
相
当
性
の
証
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明
と
取
材
源
の
秘
匿
の
要
請
が
相
剋
す
る
特
殊
な
場
面
で
も
応
用
す
れ
ば
（
こ
の
場
合
、
原
告
の
社
会
的
身
分
に
応
じ
て
立
証
責
任
の
負

担
に
差
を
設
け
る
）、
正
当
な
言
論
が
憲
法
的
保
護
の
枠
外
に
置
か
れ
る
可
能
性
は
低
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
一
定
の
公
人（
同
）

に
対
す
る
名
誉
毀
損
訴
訟
の
場
合
、
原
告
側
に
真
実
性
・
相
当
性
の
不
存
在
の
立
証
責
任
を
課
す
と
と
も
に
、
本
件
訴
訟
の
よ
う
な
真
実

性
・
相
当
性
の
証
明
と
取
材
源
の
秘
匿
の
要
請
が
相
剋
す
る
特
殊
な
場
面
で
応
用
す
る
方
式
も
、
同
様
の
審
理
結
果
や
効
果
が
期
待
で
き

よ
う
。

注（
１
）

平
川
宗
信
『
名
誉
毀
損
罪
と
表
現
の
自
由
﹇
復
刊
版
﹈』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
〇
一
頁
。

２
）

代
表
的
に
は
、
松
井
茂
記
「
名
誉
毀
損
と
表
現
の
自
由
」
山
田
卓
生
・
藤
岡
康
宏
編
『
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
二

権
利
侵
害
と
被
侵
害
利
益
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
五
〜
一
一
四
頁
、
喜
田
村
洋
一
『
報
道
被
害
者
と
報
道
の
自
由
』（
白
水
社
、
一
九
九
九
年
）
一
七
九
〜
二
〇
六
頁
、
山
田

隆
司
『
公
人
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
五
〜
一
〇
八
、
一
二
五
〜
一
三
一
頁
等
。

３
）

取
材
と
報
道
研
究
会
「
報
道
の
役
割
へ
の
無
理
解
｜

揺
れ
る
「
誤
信
相
当
性
」
の
判
断
」
新
聞
研
究
№
六
三
〇
（
二
〇
〇
四
年
）
五
〇
〜
五
五
頁
。

４
）

二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
発
覚
し
た
道
警
旭
川
中
央
警
察
署
の
不
正
経
理
（
裏
金
作
り
）
を
機
に
、
北
海
道
新
聞
（
道
新
）
は
道
警
裏
金
問
題
取
材
班
を
編

成
し
、
道
警
の
ほ
と
ん
ど
の
警
察
署
に
蔓
延
し
て
い
た
裏
金
問
題
に
つ
い
て
長
期
に
わ
た
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
を
行
っ
た
（
二
〇
〇
五
年
六
月
ま
で
関
連

記
事
は
一
〇
〇
〇
本
を
上
回
る
）。
元
警
察
幹
部
の
内
部
告
発
等
も
あ
り
、
一
連
の
道
新
の
追
及
は
、
道
警
の
慣
行
的
・
組
織
的
裏
金
作
り
と
そ
の
不
正
使
用

を
認
め
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
一
方
、
道
新
は
二
〇
〇
四
年
、
同
報
道
で
日
本
新
聞
協
会
賞
、
Ｊ
Ｃ
Ｊ
大
賞
、
菊
池
寛
賞
等
を
受
賞
し
た
。

５
）

最
判
一
九
六
四
・
一
・
二
八
民
集
一
八
巻
一
号
一
三
六
頁
等
。

６
）

最
判
一
九
八
三
・
一
〇
・
二
〇
判
時
一
一
一
二
号
四
四
頁
、
最
判
一
九
八
七
・
四
・
二
四
民
集
四
一
巻
三
号
四
九
〇
頁
、
最
判
二
〇
〇
三
・
一
〇
・
一
六

民
集
五
七
巻
九
号
一
〇
七
五
頁
等
。

７
）

最
判
一
九
五
六
・
七
・
二
〇
民
集
一
〇
巻
八
号
一
〇
五
九
頁
等
。

８
）

学
説
の
動
向
は
、
山
中
敬
一
『
刑
法
各
論
﹇
第
二
版
﹈』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
〇
〜
二
〇
三
頁
参
照
。
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９
）

東
京
高
判
一
九
七
八
・
九
・
二
八
判
時
九
一
五
号
六
二
頁
、
東
京
高
判
一
九
九
九
・
一
〇
・
一
七
判
タ
九
九
二
号
一
九
〇
頁
、
東
京
地
判
二
〇
〇
九
・
七
・

二
八
判
タ
一
三
〇
四
号
九
八
頁
等
。

10
）

東
京
地
判
一
九
八
八
・
七
・
二
五
判
時
一
二
九
三
号
一
〇
五
頁
、
最
判
二
〇
〇
二
・
一
・
二
九
民
集
五
六
巻
一
号
一
八
五
頁
、
東
京
地
判
二
〇
一
〇
・
一

一
・
二
四
判
例
集
未
搭
載
等
。

11
）

静
岡
県
弁
護
士
会
編
『﹇
新
版
﹈
情
報
化
時
代
の
名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
め
ぐ
る
法
律
と
実
務
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
年
）
一
五
頁
。

12
）
「
捜
査
費
疑
惑
『
調
査
と
答
弁
し
な
い
で
』
道
警
幹
部
が
道
に
要
請
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
。

13
）

平
川
宗
信
・
前
掲
書
八
六
〜
八
七
頁
。

14
）

平
川
宗
信
・
前
掲
書
八
八
頁
。

15
）

田
頭
章
一
「
真
実
性
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
・
証
明
の
程
度
」
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
№
一
七
九
（
二
〇
〇
五
年
）
四
九
頁
。

16
）

裁
判
所
は
取
材
源
の
秘
匿
の
必
要
性
を
根
拠
に
、「
相
当
性
の
立
証
の
程
度
を
緩
和
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
（
東
京
地
判
一
九
九
四
・
七
・

二
七
判
タ
八
六
五
号
二
三
八
頁
、
東
京
地
判
一
九
九
六
・
七
・
三
〇
判
タ
九
五
〇
号
二
〇
四
頁
等
）。

17
）

判
例
・
学
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
田
隆
司
・
前
掲
書
九
三
〜
九
八
頁
参
照
。

北研47(2・ )57 225

名誉毀損の免責法理の再考


